鎌倉市自治基本条例策定市民会議運営委員会

第１回（仮称）学習部会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年６月２０日（火）午後６時５０分～７時４５分

	場　　所　　　　　　　市役所本庁舎２階　全員協議会室

	出席者：大嶋、鈴木、三嶋

事務局：古屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要

◎　学習、勉強等について、フリーに意見を出し合った。（主な意見は下記のとおり）

◎　仮の議長として三嶋さんが選ばれた。

◎　次回の会合は６月２３日（金）１３時から１時間程度、（４階食堂にて）具体的な提案をまとめる。

〈主な意見〉

　○学習部会の活動の趣旨などについて

· 市民会議会員の自治基本条例に対する認識や思いが違っている。

· ＰＩ活動で混乱を招かないように会員は共通認識を持たなければならない。

· 市民自治条例がどんなに大切なのか、知ってもらう。

· 広く市民に認識を持ってもらう。

　○情報の収集について

· 他市の事例（５０例ほど）を市で集めてほしい。（ニセコ町の情報も含めて）

· 政令市などの事例は参考にならない。

· 策定中の情報も含めて情報収集をしてほしい。

· 図書を市でそろえてほしい。（市民会議から希望があったもの）

○学習会の実施等について

· 市民会議会員を対象とした講演会を早い時期に２～３回実施したい。

· 昨年１０月に実施した市民フォーラムの講演は有意義であった。

· 策定作業と並行しながら､全体会議や分科会で学習会を実施する。

· 他市の基本条例策定の経験者を呼んで講演してもらったらどうか。

· 他の部会で必要とする講師を呼ぶ。

· 講師は市と相談して決める。

· 講演会の内容を広く広報したらいい。

· 市の仕事も知っておかなければいけない。

· 市職員に考え方を聞きたい。

· 学習会に市の職員を呼ぶ。

· 市民を対象とした講演会を開く。

· 学習会の中身を第２段、第３段と深めていく。

· 学習会の実施については市と総務と話し合いながら決めていく。

　○学識経験者について

· いつでも相談できるような学識経験者を顧問のような形で置けるといい。

· ニュートラルな人を市と相談し合いながら決める。

　　○その他（基本条例に対する意見）

· 現在の行政で不足していることを満たす。

· 市民の意見を反映できるルールづくりを条例に盛り込む。

· 市民参画をやりすぎると直接民主主義になってしまう。



	特 記 事 項

・次回策定作業関連会議

日　時：平成１８年６月２３日（金）午後１時から

場　所：４階食堂


